
横浜国立大学各学部の教育研究上の目的  

 
 

学部、学科・課程名 教育研究上の目的 

教育学部 

学校教員養成課程 

急速に変化し、複雑化する現代社会における子どもと教育をめぐる諸課

題を総合的に理解し、その課題を実践的、臨床的に解決できる資質を身に

つけた小・中学校、特別支援学校の教員を養成することを目的とする。 

また、教育諸科学の理論的、実践的研究を推進し、教育に反映させること

によって、上記の資質を身につけた高度な専門家としての教員の養成を行

う。 
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学部、学科・課程名 教育研究上の目的 

経済学部

経済学科 

日本と世界が直面する様々な経済社会問題に対して、分析の対象を的確

に把握し、必要な情報の収集・処理を通じて、問題解決の方向を論理的・

数理的・統計的に分析・探求する力を持つ人材、さらにその解決策を発信

し、組織的に実行できる人材を養成する。導入教育として、数学・外国

語・情報処理・統計・コミュニケーションの能力を涵養し、現代経済学の

基礎を幅広く教育する。その上で、グローバル経済・現代日本経済・金融

貿易分析・経済数量分析・法と経済社会の5つの専門分野を設定し、経済

学の高度な理論と応用能力を修得させる。経済学の専門知識とともに、世

界各国の多様な社会・経済・制度・歴史及び自然科学・先端技術について

バランスのとれた知識・見識を習得させる。育成した人材が国内外で活躍

することを目指して、キャリア形成を支援する教育等を総合的、体系的に

行う。 

Global Business and Economics教育プログラムにおいては、経営学を副

専攻とし、海外学修科目を必修として、グローバル・ビジネスにおいて活

躍できる人材を育成する。Data Science 教育プログラムにおいては、経済

学の専門性と情報処理・統計分析能力の融合による新たな価値創造ができ

る人材を育成する。Lawcal Business Economics教育プログラムにおいて

は、法学・政治学と経済学・経営学を学び、かつデータサイエンスの基礎

も身につけ、エビデンスに基づく課題解決を担う人材を育成する。 
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学部、学科・課程名 教育研究上の目的 

経営学部

経営学科 

経営学に関連する分野の基礎的素養の涵養に配慮しつつ、企業をはじめ

とする組織経営にかかわる多様な知識・スキルを体系的に教育研究する。

経営学の学問的性格上、大学憲章に掲げる4つの理念の中でも特に実践性を

重視している。今日の高度に複雑化した社会の中で、情報を的確に分析・

判断し、環境にも配慮しつつ、また国際的にも活躍できる人材、そして企

業・組織でも即戦力となる人材の育成を目指している。具体的には、第一

に、グローバル化の進展を踏まえつつ、ローカルな課題にも対応できる国

際性を備えた人材、第二に、企業経営の観点から学際的な知を統合し、経

済的・社会的イノベーションを実行できる人材、第三に、ビジネスをめぐ

る課題に対して局所的視点だけではなく全体最適視点から、実践的な解決

策を提案できる人材である。すなわち企業経営のスペシャリストの養成だ

けではなく、特定分野の高い専門性を持つとともに幅広い専門知識を統合

できるグローバルに活躍できるゼネラリストの養成を目指している。その

ために、教員及び企業・組織の第一線で活躍する外部実務者等による、理

論と実践の両面、そしてその統合を追求する教育を施す。Global Business 

and Economics教育プログラムにおいては、経済学を副専攻とし、海外学修

科目を必修として、グローバル・ビジネスにおいて活躍できる人材を育成

する。 

Data Science 教育プログラムにおいては、経営学の専門性と情報処理・

統計分析能力の融合による新たな価値創造ができる人材を育成する。 
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学部、学科・課程名 教育研究上の目的 

理工学部 理学及び工学は、人類社会の福祉と持続的発展に直接的に寄与する使命

を持つ学術分野である。社会からの様々な要請を的確に把握し、地球規模

の環境問題などに対処しつつ、自然科学の真理を追究し、産業を発展さ 

せ、輝ける未来を切り拓くために研究者・技術者の果たすべき役割は大き

い。実践的学術の国際拠点を目指す本学において、理工学部では、自らの

専門分野における専門能力と高い倫理性を持ち、広く他分野の科学技術に

目を向ける進取の精神に富む人材育成を目的とする。そのため、「独創 

性」「総合性」の精神のもとに基盤的学術に関する幅広い教育を取り入 

れ、自ら課題を探求し、未知の問題に対して幅広い視野から柔軟かつ総合

的な判断を下して解決できる、世界にはばたく人材を育成する。 

 
  

 
機械・材料・海洋系

学科 

機械・材料・海洋系学科では、自然環境との調和及び資源の有効利用を

はかりつつ、産業の発展とヒューマンライフの向上を持続的に行うため、

人類の英知として蓄えられた科学・技術を発展させ、基盤領域から先進領

域にわたる学術分野で、独創性豊かな技術者、研究者を育成する。そのた 

めに、機械工学、材料工学及び海洋空間のシステムデザインに関する体系

的教育と、基礎から応用にまたがる幅広い研究を行う。 

 
 
 
 
化学・生命系学科 

化学・生命系学科では、化学と生命に関わる最先端かつ広範な科学技術

分野において、創造的な研究や開発に携わる上で必要となる高度な専門知

識や基礎技術を自在に使いこなす強固な基盤能力と、社会及び環境とのか

かわりを深く理解した柔軟な思考力を育み、実践的かつグローバルな視点

から持続可能で豊かな社会を形成するために必須の新しい技術やシステム 

の創出を牽引できる人材育成を目的とする。 

 
 
 
 
数物・電子情報系学

科 

数物・電子情報系学科では、情報工学、通信工学、電気・電子工学、数

理科学、物理工学の広範な分野において、主体的に課題を探求し、広い視

点から総合的かつ柔軟に問題を解決できる高度な技術者・研究者を育成す

ることを教育研究の目的とする。そのために、数学、物理学の基礎教育を

充実し、さらに電子情報システム、情報工学、数理科学、物理工学におけ 

る各専門分野の教育を体系的に行う。 
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学部、学科・課程名 教育研究上の目的 

都市科学部 グローバルな課題とローカルな課題が直結する国際都市＝横浜・神奈川

地域に立脚する本学ならではの文理融合の蓄積とリスク共生学の強みをい

かし、都市科学という今までにない学問領域の創出と、グローバルとロー 

カルが直面する多様で複雑なリスク・課題の解決をはかることのできる人

材育成を目指す学部である。 

 
  

 

 
都市社会共生学科 

現代社会が抱える複合的な問題を解決するために、様々なフィールドを

結びつけ社会や文化に対する批判的かつ創造的思考を発揮できる知を育 

み、建築学や都市基盤学や環境リスク共生学との対話を通じて都市に対す

る多角的で深い認識に立って、都市社会の未来を構想することのできる力

を重視し、21 世紀の世界において、多様性が持つリスクと可能性に対する 

深い洞察を持ち、これを新しい価値観の創出のために応用し実践できる人

材を育成する。 

 

 

 

 
 

建築学科 

ローカル・グローバルの多様な社会的課題に応答するために、建築学を

中心に人文社会科学の視点から工学まで文理にまたがる幅広い知を育み、

幅広い知に下支えされることで、都市リスク、社会リスクや自然災害リス

クを科学的に把握しながらも、歴史・文化・風土への詳細な観察と尊重の

上で、人間生活と生態系とのバランスのとれた建築・都市・環境を論理的

に構想できる人材、理論の裏付けのもとで、創造的な建築や都市環境・ま

ちづくりを力強く実践することの出来るリーダーシップを持った人材を育 

成する。 

 

 

 

 
 

都市基盤学科 

土木工学教育を機軸に、都市科学部の文理をまたがる知見と連携して、

地域・都市から地球規模に至るさまざまなスケールにおいて、リスク、サ

ステナビリティ、グローバルなどの視点で人間・自然環境を再構築し、あ

るいは創造するための、都市基盤にかかる技術やデザイン、政策決定、マ

ネジメントなどに関する専門教育を展開し、安全安心で靭性の高い高品質

な都市、地球環境・社会公平性・経済的効率性のバランスある持続的発 

展、国際的な技術協力支援・今日的グローバル課題の解決などの実現に主 

導的に貢献できる人材を育成する。 

 

 

 
 

環境リスク共生学科 

自然環境及び社会環境のリスクに関わる基本原理を理解し、文理融合の

総合的な知識により、豊かさと表裏一体で生じるリスクのバランスをマネ

ジメントするリスク強制社会実現の知を育み、異分野との横断的な連携、

社会と対話ができる素養を持ちながら、自然環境、社会環境を対象にリス

クとの共生を実践し、都市の持続的発展に貢献できる実践力を有する人材 

を育成する。 

 

 


